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研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　　　　　職　種　看護師　　　　氏　名　　小向由紀

	期　　間　　平成　２８　年　2月　10日　

	出張目的　高齢者虐待防止研修会参加のため

	出 張 先　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


　講演テーマ：介護が虐待にならないために～認知症の方へのポイント～
　講師：認知症介護研究・研修センター　主任研修研究員　矢吹　知之氏
＜全体考察＞
例年この虐待防止研修会は参加者が非常に多く、介護職だけではなく自宅で介護をしている方やその家族などの介護職以外の参加者も多い。今回も会場がはち切れるほどの参加者がおり、フロアを埋め尽くしていた。認知症の介護、高齢者の虐待防止とは、という事への関心の高さがうかがえる。介護事業所としての関心の高さもあると思うが、ともすれば「これは虐待では？」とすぐに考えがちな家族、介護事業者や行政の考え方も反映していると考えられる。法人内だけではなく、外部の講演に参加することで、より多くの考え方を学び、施設としてどうあるべきか、どのように考えてケアを行っていくか、を検討して行きたい。もちろん「これって虐待？」と考えられることが全くない介護サービスを行っていくためである。今回は高齢領域全体で３８名の職員が参加でき、職員全体への取り組みについての周知もできたと考える。
　＜講演内容＞
1 昔の介護から現在の介護への変化
変わったこと→痴呆症から認知症に
　　　　　　　介護保険により、当事者が選ぶ権利が生まれた
　　　　　　　認知症サポーター養成講座
残された課題→偏見は残っている
　　　　　　　サービスに繋がらない、受診が遅れる（理解の部分）
　　　　　　　他人の家の事に対し言いにくい（遠慮、家族規範）
　　　　　　　介護者支援
　　　　　　　お金がかかる

2 高齢者虐待とは何か
○高齢者虐待防止法第１条より
　高齢者に対する虐待が深刻な状況にあり、高齢者の尊厳の保持にとって高齢者に対する虐待を防止することが極めて重要である事にかんがみ、「高齢者虐待の防止等に関する国の責務」「高齢者虐待を受けた高齢者に対する保護のための措置」「擁護者の負担の軽減を図ることなどの擁護者に対する擁護者による高齢者虐待防止に資する支援のための措置」などを定めることにより、高齢者虐待防止、擁護者に対する支援などに関する施策を促進し、もって高齢者の権利利益の養母に資することを目的とする
○高齢者虐待防止は高齢者の権利・利益の擁護
1 高齢者の虐待防止
2 擁護者に対する支援
→結果どういう状態であるかが問題（どういう状況になる可能性があるか）
※刑法は処罰することが目的⇒故意か不注意か
○高齢者虐待の要因　①介護ストレス
　　　　　　　　　　②介護者の心身の影響
　　　　　　　　　　③認知症の症状
　　　　　　　　　　④高齢期の貧困問題
　　　　　　　　　　⑤それまでの人間関係
○高齢者虐待の5類型①身体的虐待
　　　　　　　　　　②心理的虐待
　　　　　　　　　　③経済的虐待
　　　　　　　　　　④性的虐待
　　　　　　　　　　⑤ネグレクト　

3 認知症とは何か
・認知症の種類や症状について
・自分がわからなくなるという不安に対しての対応→「自分らしさ」の明確化

4 地域や家庭での孤立を防ぐ～高齢者虐待の未然防止～
1 認知症に理解ある地域→見守りをする
2 家族介護者を支える地域→声掛けをする
3 地域のネットワーク→専門職とのつながり、早期発見、早期診断
※介護が虐待にならない為に
　　　　○専門職からの働きかけと信頼関係の構築
　　　　　①認知症の知識を初期から学ぶ場がある
　　　　　②サービス利用につなげる
　　　　　③専門職の支援者・助言者とのつながり
　　　　○地域での交流の場を作る
　　　　　④地域とのつながりの場がある
　　　　　⑤感情を吐露する場がある
　　　　○就労、公的補助、行政、保健機関との連携
　　　　　⑥経済的問題を解決する

　　
＜講演についての考察＞
矢吹氏のいる認知症介護研究・研修仙台センターは地域密着型の実践者・管理者研修を行っている団体である。そのため、「認知症高齢者の虐待防止」の観点から講演が行われた。認知症に携わる方ではなく、精神障害者の方の支援を多く行う方とは「虐待」の考え方が違う。精神障害の方の場合は「人権」「権利擁護」という本人の尊厳に対しての考え方が強い。だが認知症高齢者の場合は、一番多い虐待が「身体的虐待」であることからも「本人の生命の安全」も踏まえた考え方が第一となる。また、その身体的虐待も、在宅生活の場合は、たまにはあるようなこと、家族のけんか程度の事なのか。明らかに虐待を思わせる状況なのか、の判別が難しいのである。在宅生活で、家族からのただ一度の事を挙げて虐待としてはならない、という講師の話が印象的であった。ともすれば「それは虐待だ」という傾向が強い中で考え方を変えさせる話であった。
変わりゆく自分を受け入れられず、認知症の方のその人らしさを引き出しケアにつなげていく、のは当然だが、介護する家族にも自分らしさを引き出すのは必要である。認知症の診断を受けて悩んでいく本人の思い、介護と家庭や仕事の両立を図っていかなければならない家族、双方への支援が必要である。双方が「自分らしさ」を失うことなく生活をしていくことが重要である。また、「チームリーダーは家族」というチームを作って話し合い、良い方向へ進んでいく、良いところを引き出していく、それがチームリーダーの役割である。それを忘れずにサービスを行っていきたい。家庭、職場以外の行きつけの場所はあるのか？お気に入りの場所は落ち着く場所でもあり、これがあることで精神的な安定や生活を潤していくことにも繋がっていく。
介護が虐待にならない為には、やはり「開かれた介護」が必要なのだと思う。家庭内で閉じこもっての介護ではなく、より多くの人が接し、相談やケアなどのサポートを本人や家族が受けていくことが重要である。そのためにも、カフェ等の集まること、相談できる場所がよりたくさん必要なのだと改めて考えさせられた。
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